
ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。
心からお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　（順不同　敬称略）
■まごころ銀行へ
▽越智和子（小松町新屋敷）▽故田中俊一（桑

村）▽故山内祥真（石延）▽石原洋子（丹原町池

田）▽社協チャリティ▽西条歌謡同好会▽飯岡小

学校フレッシュ委員会▽多賀小学校ＰＴＡ▽三芳

地区民生児童委員協議会▽国興産業㈱▽寺田歌謡

教室・知里歌謡教室▽ふじ美会

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪　伊

藤泰博（明神木）▽散髪　伊澤郁見（明屋敷）▽

新聞　芥川秀人（神拝甲）▽押し花指導　佐藤ミ

ヨ・秋月理作子（大町）、長瀬　皋（中野甲）▽

現金・歌・踊り　福壽会（大町）▽ティッシュ・

タオル　大町連合自治会福祉部▽大正琴演奏・タ

オル　西条公民館大正琴グループ▽写真・コース

ター　西条高校ＪＲＣ

■老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽喫茶・カレンダー作り　コープえひめ福祉グル

ープ▽誕生会・歌・踊り　ふじ美ボランティア和

▽ひな祭り会・歌・劇　石根保育所園児▽園庭環

境整備　小松ともしび会▽琴演奏　小松高等学校

日本音楽部▽歌　玉井キヨ子（小松町大頭）

　

人
間
が
宇
宙
で
長
期
間
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
で
も
、

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
ま
だ
い

ろ
い
ろ
な
迷
信
や
不
合
理
が
社
会

の
常
識
と
し
て
定
着
し
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

中
に
は
笑
っ
て
す
ま
せ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
生
活
に
支
障
の

あ
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
六

曜
、
北
枕
、
清
め
塩
、
女
人
禁
制
、

丙ひ
の
え
う
ま

午
、
三さ

ん
り
ん
ぼ
う

隣
亡
等
、
地
域
に
よ
っ

て
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
で
す
。

　

特
に
六
曜
は
、
特
別
の
日
を
除

き
、
旧
暦
の
月
と
日
の
数
字
を
足

し
て
６
で
割
り
切
れ
る
日
を
「
大

安
」
と
決
め
て
い
る
だ
け
で
、
ほ

か
に
意
味
は
な
く
、
六
曜
発
祥
の

地
で
あ
る
中
国
で
は
、
こ
の
迷
信

は
す
で
に
消
滅
し
て
い
ま
す
。

　

７
０
０
年
前
の
随
筆
「
徒
然

草
」
で
、
吉
田
兼
好
は
「
吉
凶
は

人
に
よ
り
て
日
に
よ
ら
ず
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　

１
９
４
６
年
、
当
時
の
文
部
大

臣
高
橋
壮
太
郎
は
「
迷
信
は
日
本

国
民
の
生
活
の
精
神
的
基
盤
を
む

し
ば
ん
で
い
く
傾
向
が
す
こ
ぶ
る

強
く
、
多
く
の
影
響
を
受
け
て
い

る
。
こ
れ
で
は
文
化
国
家
の
建
設

は
で
き
な
い
」
と
し
て
、「
迷
信

調
査
会
議
」
を
発
足
さ
せ
、
六
曜

を
は
じ
め
と
す
る
迷
信
を
無
く
す

よ
う
努
力
し
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
で
は
、
県
民
手
帳
か
ら
六

曜
記
述
を
除
い
た
り
、
六
曜
入
り

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
使
用
し
な
い
運

動
を
始
め
た
公
的
機
関
も
あ
り
ま

す
。
２
０
０
４
年
に
は
、
六
曜
が

記
載
さ
れ
て
い
る
大
津
市
の
職
員

手
帳
３
８
０
０
冊
が
、
す
べ
て
回

収
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
岡
市
、
京
都
市
、
横

浜
市
の
よ
う
に
、
迷
信
に
公
営
火

葬
場
が
従
っ
て
い
る
の
は
お
か
し

い
、
生
死
は
日
を
選
ば
な
い
と
い

う
理
由
で
、
火
葬
場
の
友
引
休
業

を
廃
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

　

前
年
よ
り
60
万
人
も
出
生
数
が

減
少
し
た
「
丙
午
」
が
、
２
０
２

６
年
に
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
時
、

ま
だ
こ
の
迷
信
が
話
題
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

生
活
の
中
に
生
き
て
い
る
迷
信

や
因
習
は
、
人
々
の
生
活
を
縛

り
、
差
別
や
偏
見
等
の
人
権
侵
害

に
つ
な
が
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

笑
っ
て
す
ま
せ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
生
死
に
か
か
わ
る
も
の

や
、
人
権
侵
害
に
つ
な
が
る
迷
信

は
、
今
の
時
代
で
終
わ
り
に
し
た

い
も
の
で
す
。

笑える迷信・笑えぬ迷信
西条市教育委員会丹原分室№66

学習資料が寄贈されました
　３月26日に、ＪＡ周桑およびＪＡ西条から、小学生用の学習資料
「　農業とわたしたちのくらし」が
寄贈されました。
　農業と食生活との関わりや農業
の現状についての学習に活用して
ほしいとの趣旨のもと寄贈いただ
いたもので、市内の小学５年生に
副読本として配布する予定です。

　いつもの発進より少し緩やかに発進するだけで、11％程度燃費
が改善されます。
　市街地を走る場合は、発進時の燃料消費で約４割を使用します。
最初の５秒で時速20kmに達するように、頭の中で５秒数えなが
ら、ふんわりアクセルを踏んでみましょう。

　ゴールデンウィークのお出かけに高速道路を利用する人も多いの
ではないでしょうか。
　高速道路では、アクセルのムラをなくし、一定速度で走るよう心
がけてみましょう。高速道路なら時速80kmで走るのが最も経済的
だとされています。
　それ以上はスピードを出せば出すほど燃費は下がっていきます。

① ふんわりアクセルｅスタート① ふんわりアクセルｅスタート

② 高速道路の走行② 高速道路の走行

エコドライブのススメ
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